
議

案

第

六

十

六

号

 

 
 

 

和

解

に

つ

い

て

 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

 

 
 

平

成

二

十

九

年

十

一

月

六

日

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

和

解

に

つ

い

て

 

 

左

記

の

と

お

り

和

解

す

る

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一 

件 
 

 

名 
 

損

害

賠

償

請

求

訴

訟

事

件

に

係

る

和

解

 

二 

事

件

の

要

旨

 

 
 

平

成

十

八

年

六

月

三

日

午

後

七

時

二

十

分

頃

、

東

京

都

港

区

芝

一

丁

目

八

番

二

十

三

号

に

位

置

す

る

港

区

 

 

が

港

区

特

定

公

共

賃

貸

住

宅

条

例

（

平

成

五

年

港

区

条

例

第

二

十

六

号

）

に

基

づ

き

、

設

置

し

、

管

理

す

る

 

 

港

区

特

定

公

共

賃

貸

住

宅

シ

テ

ィ

ハ

イ

ツ

竹

芝

（

以

下

「

シ

テ

ィ

ハ

イ

ツ

竹

芝

」

と

い

う

。

）

の

十

二

階

に

 

 

お

い

て

、

当

時

高

校

二

年

生

で

あ

っ

た

居

住

者

の

市

川

大

輔

氏

が

、

シ

テ

ィ

ハ

イ

ツ

竹

芝

に

設

置

さ

れ

た

二

 

 

基

（

四

号

機

及

び

五

号

機

）

の

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

の

う

ち

の

一

基

（

五

号

機

）

の

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

（

以

下

「

本

 



 

件

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

」

と

い

う

。

）

の

か

ご

か

ら

降

り

よ

う

と

し

た

と

こ

ろ

、

本

件

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

の

戸

が

開

 

 
い

た

ま

ま

の

状

態

で

か

ご

が

突

然

上

昇

し

、

か

ご

の

床

面

と

乗

降

口

の

枠

の

上

部

と

の

間

に

挟

ま

れ

、

亡

く

 

 

な

る

と

い

う

事

故

（

以

下

「

本

件

事

故

」

と

い

う

。

）

が

発

生

し

た

。

 

 
 

本

件

事

故

に

関

し

、

市

川

大

輔

氏

の

遺

族

で

あ

る

原

告

は

、

市

川

大

輔

氏

が

亡

く

な

っ

た

こ

と

に

よ

る

逸

 

 

失

利

益

、

慰

謝

料

等

二

億

五

千

万

円

を

賠

償

す

べ

き

責

任

が

あ

る

と

し

て

、

シ

ン

ド

ラ

ー

エ

レ

ベ

ー

タ

株

式

 

 

会

社

、

エ

ス

・

イ

ー

・

シ

ー

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

株

式

会

社

、

株

式

会

社

日

本

電

力

サ

ー

ビ

ス

、

港

区

及

び

財

団

 

 

法

人

港

区

住

宅

公

社

（

以

下

「

被

告

ら

」

と

い

う

。

）

に

対

し

て

、

平

成

二

十

年

十

二

月

十

二

日

、

連

帯

し

 

 

て

当

該

金

員

を

支

払

う

こ

と

を

請

求

す

る

民

事

訴

訟

を

提

起

し

た

。

（

平

成

二

〇

年 

第

三

六

三

七

一

号

）

 

三 

和

解

条

項

 

 
 

訴

訟

手

続

の

進

行

中

、

東

京

地

方

裁

判

所

か

ら

の

和

解

の

勧

告

を

踏

ま

え

て

、

原

告

及

び

被

告

ら

が

協

議

 

 

し

た

結

果

、

原

告

と

次

の

と

お

り

和

解

す

る

こ

と

と

す

る

。

 

 
 

 

被

告

ら

は

、

本

件

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

に

関

与

し

た

者

と

し

て

、

何

の

落

ち

度

も

な

く

、

わ

ず

か

十

六

歳

で

 

 
 

こ

の

世

を

去

る

こ

と

に

な

っ

た

市

川

大

輔

と

そ

の

遺

族

で

あ

る

原

告

の

無

念

の

思

い

を

重

く

受

け

止

め

、

 

 
 

本

件

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

に

お

い

て

戸

開

走

行

事

故

が

発

生

し

、

こ

れ

に

よ

っ

て

市

川

大

輔

が

亡

く

な

っ

た

こ

 

 
 

と

に

つ

い

て

、

深

く

遺

憾

の

意

を

表

す

る

。

 

 
 

 

被

告

ら

は

、

本

件

事

故

を

教

訓

と

し

、

戸

開

走

行

事

故

は

ひ

と

た

び

発

生

す

る

と

利

用

者

が

挟

ま

れ

生

 

 
 

命

身

体

に

危

険

を

及

ぼ

す

重

大

事

故

に

つ

な

が

る

お

そ

れ

が

あ

る

こ

と

に

改

め

て

思

い

を

致

す

と

と

も

に

 

（一） 

 

、

 

（ワ） 

（二） 



 
 

そ

れ

ぞ

れ

が

置

か

れ

た

立

場

か

ら

、

そ

の

社

会

的

・

道

義

的

責

任

を

果

た

す

べ

く

、

互

い

に

協

力

し

合

っ

 

 
 

て

、

不

断

の

意

思

を

も

っ

て

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

事

故

の

再

発

防

止

の

た

め

に

全

力

を

挙

げ

て

取

り

組

ん

で

い

 

 
 

く

こ

と

を

確

約

す

る

。

 

 
 

 

被

告

シ

ン

ド

ラ

ー

エ

レ

ベ

ー

タ

株

式

会

社

は

、

日

本

国

内

で

稼

働

し

て

い

る

シ

ン

ド

ラ

ー

社

製

エ

レ

ベ

 

 
 

ー

タ

ー

の

安

全

を

維

持

す

る

た

め

、

オ

ー

チ

ス

・

エ

レ

ベ

ー

タ

サ

ー

ビ

ス

株

式

会

社

に

対

し

、

次

の

事

項

 

 
 

を

履

行

す

る

も

の

と

す

る

。

 

 
 

イ 

日

本

国

内

の

シ

ン

ド

ラ

ー

社

製

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

の

保

守

、

修

理

、

改

修

の

手

順

及

び

方

法

に

関

す

る

 

 
 

 

情

報

な

い

し

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

 

 
 

ロ 

日

本

国

内

の

シ

ン

ド

ラ

ー

社

製

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

の

調

整

手

順

及

び

方

法

に

関

す

る

情

報

な

い

し

サ

ー

 

 
 

 

ビ

ス

の

提

供

 

 
 

ハ 

日

本

国

内

の

シ

ン

ド

ラ

ー

社

製

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

の

ア

ッ

プ

グ

レ

ー

ド

指

図

 

 
 

ニ 

オ

ー

チ

ス

・

エ

レ

ベ

ー

タ

サ

ー

ビ

ス

株

式

会

社

が

、

日

本

国

内

の

シ

ン

ド

ラ

ー

社

製

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

 

 
 

 

を

保

守

す

る

た

め

に

必

要

な

資

料

、

冶

工

具

、

機

材

へ

の

ア

ク

セ

ス

の

提

供

 

 
 

ホ 

日

本

国

内

の

シ

ン

ド

ラ

ー

社

製

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

を

保

守

及

び

修

理

す

る

た

め

に

必

要

な

部

品

へ

の

ア

 

 
 

 

ク

セ

ス

の

提

供

 

 
 

 

被

告

エ

ス

・

イ

ー

・

シ

ー

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

株

式

会

社

は

、

次

の

事

項

を

履

行

す

る

も

の

と

す

る

。

 

 
 

イ 

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

の

維

持

管

理

や

点

検

に

関

す

る

全

て

の

法

令

及

び

国

土

交

通

省

が

平

成

二

十

八

年

二

 

（三） （四） 



 
 

 

月

十

九

日

に

公

表

し

た

「

昇

降

機

の

適

切

な

維

持

管

理

に

関

す

る

指

針

」

及

び

「

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

保

守

 

 
 

 

点

検

業

務

標

準

契

約

書

」

の

内

容

を

確

認

し

、

毎

年

社

内

に

周

知

徹

底

す

る

。

 

 
 

ロ 
保

守

点

検

時

に

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

の

故

障

・

不

具

合

に

対

応

し

た

場

合

に

は

、

写

真

や

実

測

デ

ー

タ

等

 

 
 

 

を

付

す

な

ど

し

て

、

不

具

合

の

状

態

が

分

か

る

よ

う

な

故

障

報

告

書

を

作

成

し

、

所

有

者

又

は

管

理

者

 

 
 

 

に

提

出

す

る

（

た

だ

し

、

軽

微

な

不

具

合

は

除

く

。

）

。

 

 
 

ハ 

保

守

点

検

員

が

必

要

な

技

術

・

知

識

を

身

に

つ

け

る

よ

う

に

継

続

的

な

教

育

を

実

施

す

る

。

 

 
 

ニ 

保

守

点

検

業

務

を

受

託

し

て

い

る

既

設

の

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

に

つ

い

て

戸

開

走

行

保

護

装

置

の

設

置

状

 

 
 

 

況

を

把

握

し

、

未

設

置

の

場

合

に

は

、

所

有

者

・

管

理

者

に

対

し

て

設

置

に

関

す

る

検

討

を

要

請

す

る

 

 
 

ホ 

自

社

製

の

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

に

関

し

て

は

、

戸

開

走

行

保

護

装

置

の

更

な

る

品

質

・

機

能

性

の

向

上

を

 

 
 

 

追

求

す

る

。

 

 
 

ヘ 

事

故

発

生

の

通

報

受

信

時

の

確

認

事

項

及

び

初

動

体

制

・

救

助

体

制

等

を

定

め

た

社

内

マ

ニ

ュ

ア

ル

 

 
 

 

を

整

備

し

、

手

巻

き

ハ

ン

ド

ル

等

の

救

助

装

置

の

設

置

状

況

を

確

認

す

る

。

 

 
 

 

被

告

港

区

は

、

次

の

事

項

を

履

行

す

る

も

の

と

す

る

。

 

 
 

イ 

被

告

港

区

が

所

有

又

は

管

理

す

る

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

の

維

持

管

理

や

点

検

に

関

す

る

全

て

の

法

令

及

び

 

 
 

 

国

土

交

通

省

が

平

成

二

十

八

年

二

月

十

九

日

に

公

表

し

た

「

昇

降

機

の

適

切

な

維

持

管

理

に

関

す

る

指

 

 
 

 

針

」

及

び

「

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

保

守

・

点

検

業

務

標

準

契

約

書

」

の

内

容

を

確

認

し

、

毎

年

周

知

徹

底

す

 

 
 

 

る

。

 

・

 

（五） 

。

 



 
 

ロ 

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

事

故

の

再

発

防

止

策

に

係

る

取

組

み

に

つ

い

て

原

告

と

の

連

携

の

強

化

を

検

討

す

る

 

 
 

 

被

告

財

団

法

人

港

区

住

宅

公

社

を

除

く

被

告

ら

は

、

原

告

に

対

し

、

連

帯

し

て

、

本

件

和

解

金

と

し

て

 

 
 

相

当

額

の

支

払

義

務

が

あ

る

こ

と

を

認

め

、

こ

れ

を

平

成

二

十

九

年

十

二

月

七

日

限

り

、

所

定

の

口

座

に

 

 
 

振

り

込

む

方

法

に

よ

り

支

払

う

。

た

だ

し

、

振

込

手

数

料

は

、

被

告

ら

の

負

担

と

す

る

。

な

お

、

港

区

は

 

 
 

四

百

万

円

を

支

払

う

。

 

 
 

 

原

告

と

被

告

ら

は

、 

の

内

容

に

つ

い

て

、

相

当

額

の

和

解

金

が

授

受

さ

れ

、

そ

の

一

部

で

基

金

を

構

 

 
 

成

し

た

こ

と

を

除

く

ほ

か

、

正

当

な

理

由

な

く

第

三

者

に

口

外

し

な

い

こ

と

を

確

約

す

る

。

 

 
 

 

原

告

は

、

そ

の

余

の

請

求

を

放

棄

す

る

。

 

 
 

 

原

告

及

び

被

告

ら

は

、

原

告

と

被

告

ら

と

の

間

及

び

被

告

ら

相

互

の

間

（

た

だ

し

、

被

告

エ

ス

・

イ

ー

 

 
 

シ

ー

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

株

式

会

社

と

被

告

港

区

と

の

間

を

除

く

。

）

に

、

本

件

（ 

に

よ

る

和

解

金

の

求

償

 

 
 

関

係

を

含

む

。

）

に

関

し

、

本

和

解

条

項

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

何

ら

の

債

権

債

務

の

な

い

こ

と

を

相

 

 
 

互

に

確

認

す

る

。

 

 
 

 

訴

訟

費

用

は

、

各

自

の

負

担

と

す

る

。

 

（

説 

明

）

 

 

損

害

賠

償

請

求

訴

訟

事

件

に

お

い

て

、

和

解

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

 

第

六

十

七

号

）

第

九

十

六

条

第

一

項

第

十

二

号

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。

 

（六） 
 

、

 
（九） （八） 

（六） 

・

 

（七） 

（六） 

。

 

（十） 

、

 


